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［１］ファイルについて
１．ファイルのフォーマット形式

【最も基本的なファイル形式】（csv）

必須の項目
・測定局名
・lat
・long
・値

フィルター用（無くても可）
・測定年（年度ではないのでお間違いなく）
・測定月
・測定日

【加工が必要なファイル形式】
①緯度経度情報が無いデータ（xlsx）

②時系列が横になっているデータ（xlsx）

③ 時間値ファイル（xlsx）

２．ファイルの場所

デフォルトで［C:\NIES］フォルダを使用しますので
同梱の［NIES］フォルダをCドライブの直下に置いてください
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３．ファイルの加工
①・③の場合
変換元ファイルを開いたまま、［C:\NIES］フォルダ下の「位置情報.xlsm」を開きます。
　　　変換元Excelファイルから
　　　　　　　　［開発］－［マクロ］－［位置情報.xlsm!InsLatLong］を実行

そうすると自動的に「測定局コード」に対応した「測定局名」、「Lat」、「Long」が挿入され、

元ファイル名.csvというファイルが［C:\NIES］フォルダ下に作られます。

※元ファイルは自動的に閉じられ、内容の変更は致しません。

②の場合も同様に操作し、［位置情報.xlsm!row2Col］を実行すると同様の結果が得られます。
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［２］基本操作
１．起動時の画面

コントローラーにデータが読み込まれます
（データ内の最古の日付のファイルが開かれる仕様です）

※「CSVファイルの読込」、「設定ファイルの読込」、「自動再生」、「画面キャプチャ」の機能は
　コントローラーを起動しなくても、マップ上だけで操作できます
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２．コントローラーの表示・非表示

・マップ右上にある「コントローラ表示」ボタンをクリックすると
　コントローラーが表示されます

コントローラーにデータが読み込まれます
（データ内の最古の日付のファイルが開かれる仕様です）

・コントローラーを閉じるにはマップの「コントローラ表示」ボタンをクリックするか、
　コントローラーの「閉じる」ボタンをクリックします

コントローラーが表示され

ているときにはマップの

「コントローラ表示」ボタン

の文字が赤くなります
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３．ファイルを開く
「csvデータ取得」ボタンをクリック

コントローラーにデータが読み込まれます
（データ内の最古の日付のファイルが開かれる仕様です）
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マップ右上にはデータの年月日

マップ左下にはファイル名が表示されます
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４．１点マーク

・ある測定局１点をマークする場合
１列ごと指定（表の数字の部分）し、マップの［マーク］ボタンをクリック

・マップはそのポイントに飛び、センターにマークを表示
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・マウスオーバーで測定値と測定局のキャプションが表示され、クリックするとinfoWindowが開きます

・infoWindowは複数開くことが可能で、それぞれのWindowが閉じられるまで保持されます
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５．全点マーク

・コントローラに表示されている全データをマークしする場合
マップの「全マーク」ボタンをクリック

・マーカーは数値の大きいポイントが
　前面に描画されるよう設定してあります
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５．全マーク消去

・マップに表示されているマーカーを全て消去する場合
マップの「全マーク消去」ボタンをクリック
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［３］地図の切り替え
１．基本地図（GoogleMap）

②シンプル版Googleマップ

右上のドロップダウンリストをクリックすると地図の切り替えが可能
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２．他の地図
①航空写真

②シンプル版Googleマップ
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（コントローラーで色変更可能）
②単色版Googleマップ

④国土地理院
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⑤基盤地図

⑥オルソ画像（ズームレベル14以上）
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⑦Open Street Map

⑧Open Street Map（交通）
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⑨白地図（国土地理院）

⑩色別標高図（国土地理院）
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⑪色別標高図（OpenStreetMap版）

⑫MapBox
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⑬白黒（トナー）

⑬水彩
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［４］凡例等について
１．凡例について

マップ上の凡例はコントローラーに連動しています

・各しきい値は自由に設定可能（０～１００）

・マーカー数は2段階～6段階まで設定可能

※コントローラの設定を変更すればマップの凡例も自動的に変更されます

該当する地点数
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２．マーカーの変更
・マーカーをお好きなマーカーに変更可能です

コントローラーのマーカーの画像をクリックすると、、「ファイルを開く」ダイアログボックスが開き
マーカーの変更が可能です

・マーカー画像は［C:\NIES\image］フォルダの下にデフォルトで208個用意しておりますが、
　ご自身でお好きな画像を追加することも可能です

※「マーカー補正」について

Google Mapのマーカーはデフォルトでは指定地点の上部にポイントされる仕様ですので
丸いマーカーを使う際には「マーカー補正」にチェックをつけます（デフォルトでチェック済み）
（吹き出し型のマーカーを使う際には「マーカー補正」のチェックを外してください）
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３．凡例等の位置変更

マップ上にある
・凡例
・日付
・ファイル名

はマップ上の任意の場所にドラッグ＆ドロップで
移動可能です
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４．凡例の編集機能

・マップ上にある「凡例」ボタンをクリックすると
　凡例の編集（入力可能）ができます
・クリックの度にデフォルトの凡例と編集された凡例が
　交互に切り変わります

※入力できる文字数は各列全角4文字までです

５．設定の保存、読込

自分で設定した凡例を保存することができます

保存できるのは、各マーカーの画像としきい値、マーカー数、編集された凡例です
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「設定保存」ボタンを押すとダイアログボックスが開き
お好きな名前をつけて保存することが可能です
（保存先は［C:\NIES］フォルダになり、拡張子は.mieです）
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設定を読み込む場合は「設定読込」ボタンを押すとダイアログボックスが開き
設定ファイルを選択して、「開く」ボタンを押すと設定が読み込まれます
尚、デフォルトの状態に戻す場合には[default.mie]をお使いください

※独自の設定ファイルを配布すれば他の方も同じ設定にすることが可能です
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［５］自動再生
１．自動再生機能

・「再生ボタン」をクリックすると1日ずつデータを読み込んで全地点マーク

・スライダーで再生スピード調整可能
（0.5秒～2.1秒）

・「早送り」ボタンで1日ずつ日送り
・「一時停止ボタン」で一時停止

・「巻き戻し」ボタンで1日ずつ日戻り

・ポイント数が多い場合にはGoogle Mapのマーカー描画が追いついてこないので
再生スピードは最遅にする必要がある場合があります

※それでも描画が追いついてこない場合は
「テーブル表示」のチェックを外すか
日送りで対応してください

速く遅く

「テーブル表示」のチェックを外

すとデータテーブルが表示され

なくなる分、マーカー描画のス

ピードが若干上がります
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・サンプル
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［６］キャプチャー機能
１．キャプチャー機能

・「画面キャプチャ」ボタンをクリックすると、必要な画面をキャプチャーすることができます

キャプチャー画像

・キャプチャーはバックグラウンドで行われ、キャプチャー画像は［C:\NIES\output］フォルダに
　「ファイル名_月_日_時_分_連番.jpg」という命名ルールで自動保存されます

※月日時分はソフト自動時の時間（1回の起動で同じキャプチャー名グループ）
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２．キャプチャー範囲

・赤い枠の部分が自動でキャプチャーされます

３．キャプチャー画面の解像度

・Windows標準のプリントスクリーン機能を使用しているため、画面解像度は96dpiですが
　論文等での使用にあたり、解像度を上げる必要がある場合（見せかけ上）、
　「高解像度」にチェックを入れると指定の解像度でのキャプチャーが可能（中身は96dpiと同等）
　

４．自動キャプチャー機能

・自動再生時に「自動キャプチャ」にチェックを入れておけば
　バックグランドで1日ずつ自動でキャプチャーをしてくれます
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５．キャプチャー画像の使用について（重要）

・このソフトはGoogle Maps APIを使用して作成していますが
　地図画像の2次利用についてはGoogleもゼンリンも一切認めていません

著作権表示

NG

NG NG
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・発表や学術論文で使用される際は国土地理院地図またはOpenStreetMapをご利用ください

国土地理院系マップ（http://portal.cyberjapan.jp/）
　※Ver.2.3.0.0以降は地図の右下に著作権表示を追加しましたので
　　 キャプチャー画像はそのまま使用できると思われますが、
　　 文献の最後にでも一文を入れて頂くとよりよろしいかと思います

著作権表示

※基盤地図を使用する場合は、出典表示は義務ではありませんが、以下のような記載が望ましいです

OKOK

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、

同院発行の基盤地図情報を使用したものである。(承認番号

平24情使、第794号)

OKOK
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OpenStreetMap系マップ（http://www.openstreetmap.org/）

著作権表示

※基盤地図を使用する場合は、出典表示は義務ではありませんが、以下のような記載が望ましいです

OK

OK

OK
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MapBox（https://www.mapbox.com/）

著作権表示

Stamen（http://stamen.com/）

著作権表示

OK

OK OK
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［７］時間値ファイル再生
１．時間値ファイルのフォーマット

※通常の時間値ファイルに「測定年」列を追加し、［１］の２．ファイルの加工を参照して、
　　緯度経度情報を挿入してください

２．ｃｓｖファイルを開く

・「時間値」にチェックを入れると時間のアップダウン項目と「欠測値表示」が表示されます

・マップ上の年月日表示には時間が追加されます

・凡例のデータ数も欠測値分が反映されます

通常の時間値ファイルに

新たに追加された項目
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３．データのマーク
・時間値のデータをマークするには「再生ボタン」または「早送りボタン」をクリックします

・通常は欠測値は表示されませんが
　「欠測値表示」にチェックを入れれば
　欠測値も表示可能になります（×表記）

・凡例のデータ数も欠測値分が反映されます
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［８］おまけ（台風表示）
１．台風ファイルのフォーマット

２．ｃｓｖファイルを開く

・時系列の最も古いファイルが開かれます

3．「台風」にチェックを入れると台風用にマーカーと時間表示が現れます
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３．「再生ボタン」をクリックすると、台風の軌跡が描画されます

・サンプル
(数値は台風の最大風速）
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［９］新機能(Ver.3.0.0.1) 
１．凡例の小数表示機能

・コントローラの「倍率」の設定により凡例に小数の使用が可能

・「/10」を選択した場合 ・「/100」を選択した場合
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［１０］新機能（Ver.3.1.1.0）
１．Googleマップ使用時のアラート表示

・Googleマップのキャプチャー画像は著作権保護により使用不可のためアラートを表示

２．使用できる地図の追加

・地図右下のドロップダウンリストよりMapBox系地図の選択が可能

「light」 「dark」 「satellite」

・日付を操作することにより過去2年間程度の表示が可能

この4種類の地

図使用の際にア

ラートが出ます
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「streets-satellite」 「wheatpaste」 「streets-basic」

「comic」 「outdoors」 「un-bike-hike」

「pencil」 「pirates」 「emerald」

「high-contrast」

・日付を操作することにより過去2年間程度の表示が可能

新機能追加により、使

用できる地図は28種類

になりました
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３．雨雲レーダー、VENUS画像（PM2.5・光学オキシダント）のオーバーレイヤー追加

ON時には
ボタンの文字が赤に変わります

①雨雲レーダー

・右上スライドバーにて10分毎の操作が可能

・日付を操作することにより過去2年間程度の表示が可能
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②VENUS画像

「PM2.5」

「光学オキシダント」
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・左上スライドバーにて1時間毎の操作が可能

・日付を操作することにより過去1週間程度の表示が可能

・スライドバー右のドロップダウンにより透過度を０．1～1.0まで設定可能

透過度0.1の場合 透過度1.0の場合

・PM2.5と光学オキシダントの同時表示も可能

PM2.5の透過度

光学オキシダン

トの透過度
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※参考（雨雲レーダーの使用例）
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